
 

1 
 

 

 

恩給給与細則の一部を改正する省令の概要について 

 

 

平 成 2 8年 ５ 月 

総務省政策統括官 

    （ 恩 給 担 当 ） 

 

１ 恩給給与細則の概要 

  恩給給与細則（昭和28年総理府令第67号）は、総務大臣が管掌する恩給の

請求等の手続を定めるものである。 

 

 

２ 改正の概要 

  別紙第54号書式は、恩給給与規則（大正12年勅令第369号）第31条の規定に

基づき、年金恩給受給者が禁固以上の刑に処せられたときに、裁判所から裁

定庁に通知を行うための書式である。 

  刑法の一部を改正する法律（平成25年法律第49号。以下「改正刑法」とい

う。）の施行に伴い、刑の一部執行猶予制度が導入されるため、同書式につい

て所要の改正を行う。 

 

 

３ 施行期日 

  平成28年６月１日（改正刑法の施行日） 
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≪参照条文≫ 

 

○恩給法（大正12年法律第48号）（抄） 

第九条 年金タル恩給ヲ受クルノ権利ヲ有スル者左ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ其ノ権利

消滅ス  

一 死亡シタルトキ  

二 死刑又ハ無期若ハ三年ヲ超ユル懲役若ハ禁錮ノ刑ニ処セラレタルトキ  

三 国籍ヲ失ヒタルトキ  

② 在職中ノ職務ニ関スル犯罪（過失犯ヲ除ク）ニ因リ禁錮以上ノ刑ニ処セラレタルトキ

ハ其ノ権利消滅ス但シ其ノ在職カ普通恩給ヲ受ケタル後ニ為サレタルモノナルトキハ其

ノ再在職ニ因リテ生シタル権利ノミ消滅ス 

 

○刑法等の一部を改正する法律（平成25年法律第49号。平成28年６月１日施行）による改

正後の恩給法（抄） 

第五十八条ノ二 普通恩給及増加恩給ハ之ヲ受クル者三年以下ノ懲役又ハ禁錮ノ刑ニ処セ

ラレタルトキハ其ノ月ノ翌月ヨリ其ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル

月迄之ヲ停止ス但シ刑ノ全部ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ之ヲ停止セズ刑ノ一部

ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ其ノ刑ノ内執行ガ猶予サレザリシ部分ノ期間ノ執行

ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月ノ翌月以降ハ之ヲ停止セズ之等ノ言渡ヲ

猶予ノ期間中ニ取消サレタルトキハ取消ノ月ノ翌月ヨリ刑ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受ク

ルコトナキニ至リタル月迄之ヲ停止ス 

 

第七十七条 扶助料ヲ受クル者三年以下ノ懲役又ハ禁錮ノ刑ニ処セラレタルトキハ其ノ月

ノ翌月ヨリ其ノ刑ノ執行ヲ終リ又ハ其ノ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月迄扶助料ヲ

停止ス但シ刑ノ全部ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ扶助料ハ之ヲ停止セス刑ノ一部

ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキハ其ノ刑ノ内執行ガ猶予サレザリシ部分ノ期間ノ執行

ヲ終リ又ハ執行ヲ受クルコトナキニ至リタル月ノ翌月以降ハ之ヲ停止セズ之等ノ言渡ヲ

猶予ノ期間中ニ取消サレタルトキハ取消ノ月ノ翌月ヨリ刑ノ執行ヲ終リ又ハ執行ヲ受ク

ルコトナキニ至リタル月迄之ヲ停止ス  

②  前項ノ規定ハ禁錮以上ノ刑ニ処セラレ刑ノ執行中又ハ其ノ執行前ニ在ル者ニ扶助料ヲ

給スヘキ事由発生シタル場合ニ付之ヲ準用ス 

 

○刑法等の一部を改正する法律及び薬物使用等の罪を犯した者に対する刑の一部の執行猶

予に関する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令（平成28年政令第199号。平成

28年６月１日施行）による改正後の恩給給与規則（大正12年勅令第369号）（抄） 

第三十一条 年金タル恩給ヲ受クル者禁錮以上ノ刑ニ処セラレタルトキ（恩給法第九条第

二項ニ規定スル犯罪以外ノ犯罪ニ付刑ノ全部ノ執行猶予ノ言渡ヲ受ケタルトキヲ除ク）

又ハ刑ノ執行猶予ノ言渡ヲ取消サレタルトキハ其ノ宣告又ハ取消ヲ為シタル裁判所ハ速

ニ其ノ旨ヲ裁定庁ニ通知スヘシ 

 

○恩給給与細則（昭和28年総理府令第67号）（抄） 

（処刑通知） 

第十四条 規則第三十一条に規定する処刑に関する通知は、おおむね別紙第五十四号書式

に準じて作成しなければならない。 




